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県政を 

身近に 

県議会議員 

あらいあらいあらいあらい絹世絹世絹世絹世プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
●昭和 43年 3月 8日 横浜市磯子区生まれ 

●横浜雙葉小・中 / 高等学校卒業 

●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業 

●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン  

●自民党かながわ政治大学 12 期生 

●平成 23年 4 月 県議会議員初当選 

●厚生常任委員 

●社会問題対策特別委員 ●ホノルルマラソン / 東京マラソン 完走 

.. 

 

 

 

 

東日本大震災 災害廃棄物の受入 
東日本大震災及び津波で発生した災害廃棄物は、岩手県、宮城県及び福島県の３県で約１，８００万トンに

のぼると推計されていますが、平成２４年１２月現在の処理・処分量は、３県合わせて約６００万トンに過ぎませ

ん。特に漁具・漁網の５万４千トンについては新たな処分先の確保と早急な処分が必要であることから神奈川

県としては昨年７月に、岩手県内の漁網を受け入れ横須賀市の県立「かながわ環境整備センター」に直接埋め

立てることについて地元連合町内会に提案致しました。連合町内会は、漁網の受入について住民の意向調査

を行い、昨年１２月２２日にその結果を基に受入反対の意向を表明しました。「かながわ環境整備センター」建

設にあたっては、「県内の事業所から排出される産業廃棄物とする」と県と地元とで『協定書』を取り交わしたこ

とや放射能に対する安全性に不安を感じることから地元の方々が漁網の受け入れに反対することは理解出来

ます。また、地元連合町内会は漁網受入と別の形で被災地支援を行いたいという意向もあります  

漁網の受け入れに係る県の提案 

●受け入れる漁網 

・岩手県洋野町：１，６００トン 

・岩手県野田町：４００トン 

●受入期間 

平成２６年３月まで 

（国の災害廃棄物処理取組目安） 

●受け入れる漁網の条件 

・放射能濃度は１００Bq/㎏以下のもの 
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意見書の内容 

１．漁網の広域処理について必要な措置を講じるこ

と。 

２．災害廃棄物の風評被害を防ぐため、十分な情

報開示・提供を行い、地域住民の理解の促進

に努めること。 

が、災害廃棄物の処理は東北復興のため欠くべから

ざるものです。県議会としても昨年１２月２６日に漁網

の実効的処理を促進するため、意見書・決議が可決

され、意見書が国に提出されました。 

 



 

次回次回次回次回のののの    
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2013 年 1 月号「ｖｏｌ：31」 

2012 年 2 月号（Vol.20） 

●ランキングかながわ 
 

2012 年 3 月号（Vol.21） 

●一般質問初登壇 

「ワーク・ライフ・ケア・バランスについて」・「安全安心なま

ちづくりについて」など一般質問を行いました。今回特に介

護について多くの質問をしましたが、介護の問題が介護を

受ける人や介護を行う人だけの問題だけではないからと考

えるからです。若者の瞳が輝き、長生きを喜びとする社会

にするには、安心して暮らせる将来保障が前提になると考

え質問致しました。 
 

2012 年 4 月号（Vol.22） 
●災害廃棄物の処理 

 
2012 年 5 月号（Vol.23） 

●県産木材を使ってかながわの森を育て守ろう 
●磯子区内の新たな取り組み 

「多世代近居のまちづくり」「ゾーン 30」など県が行う磯
子区内の新たな取り組みについて 

 
2012 年 6 月号（Vol.24） 

●地域に根ざした医療を 
 

地域の皆さんに県政を身近に感じて頂くため｢磯っ子レポ－ト｣を毎月磯子区内全駅で配布して3年目になります。この
一年間に発行した号外以外のレポートをまとめました。 

2012 年 7 月号（Vol.25） 
●武家の古都鎌倉を世界遺産へ 
●商店街活性化について 

 
2012 年 8 月号（Vol.26） 

●県緊急財政対策本部中間意見について 
 

2012 年 9 月号（Vol.27） 
●地震災害対策推進条例の制定に向けて 

東日本大震災の教訓を基に「県地域防災計画」を修
正しました。この検討の中で県民や事業者の「自助」「共
助」による主体的な取組の重要性が再認識されたことか
ら、県地域防災計画に位置づけた対策を推進していくた
め、地震災害対策の基本的事項を条例として制定するこ
ととし、条例化に向け取り組んでいます。 

 
2012 年 10 月号（Vol.28） 

●第２回目一般質問 
●県の介護ロボットへの取組み 

 
2012 年 11 月号（Vol.29） 

●平成 23 年度決算特別委員会 
●障害者支援について 

 
2012 年 12 月号（Vol.30） 

●新「県立がんセンター」のオープンにむけて 
 

先月のお題は「お餅」 
沢山のご投稿有り難う 
ございます 

貴方の川柳を次号「あらい絹世の磯っ子 

レポート」に掲載します。 

・匿名、イニシャルで結構です。   

・お住まいの町名、差し支えなければお名前をお書き

下さい。 

・お申し込みは FAX で 

（締め切りは 1 月 27 日です） 

・残念ながら賞金・賞品の提供はございません。 
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